論文タイトル：和文の表題をご記入ください
〔副題を付けたい場合は，2行目に前後を全角ハイフンで挟むこと．〕

英文タイトル：英文の表題をご記入ください

著者名1：スポーツ太郎 (Tarou Sports)1, 2)
著者名2：スポーツ次郎 (Jirou Sports)1
著者名3：スポーツ花子 (Hanako Sports)3
著者名4：スポーツ三郎 (Sabrou Sports)1～4)
※和・英の姓名をご記入下さい．

所属1)	スポーツ医科大学整形外科
Department of Orthopaedic Surgery, Sports Medical University
所属2)	スポーツ病院整形外科
 	Department of Orthopaedic Surgery, Sports Hospital
所属3)	スポーツリハビリテーションクリニック
 Sports Rehabilitation Clinic
所属4)	スポーツ整形外科病院
 Sports Orthopedic Hospital
　	※和文・英文の所属をご記入ください．

Key words：英文Key words1(和文),英文Key words2(和文2),英文Key words3(和文3)
　	　　※英文・和文キーワードを3語ご記入ください．
　　　　　



著者連絡先：●●●●〔御氏名〕
〒●●●-●●●●〔郵便番号〕
●●●●●●●●●●●●〔住所〕
●●●●●●●●●〔所属・部署等〕
TEL ●●●-●●●-●●●
FAX ●●●-●●●-●●●〔Tel and FAXは無ければ不要〕
E-mail: ●●●●●●@●●●●●●〔メールアドレス〕
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本文
※本文，文献，図・表（説明文を含む）合わせて8,000字以内に収めること． 
図表を文字数換算する際は，図表とも1枚につき組みあがり後のレイアウトでページの横幅半分以内で納まる小サイズのものを400字，ページの横幅半分以上要する大サイズを800字と換算する．
　例）大サイズの表1つ，小サイズのシェーマ１つの場合，800＋400で1,200文字と換算されるため，本文・文献は2,300文字までとなる．
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文　献　　※1　10篇程度の重要なものにとどめ，文献の配列は引用順に番号を付け本文中の引用箇所に肩見出し番号として記載する．
　　　　　※2　文献の記載は下記の例に従う（JOS に準ずる）．なお記載する著者の数は4名以上の場合は3名までを連記し，あとは「ほか」「et al」と記載する．
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